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研究の概要 

健康と運動の関わり 

主に脳や血液循環（血液再分配）について研究しています。ラットを使った基礎的な研究から、ヒトを対

象とした運動と健康などをキーワードに、神経科学的・生理学的・栄養学的な技術を利用した実験をおこな

っています。 

 

研究活動内容 

1)血液循環中枢に関する基礎研究 

運動しているときは活動筋への循環血液量が増加するのに対して、腹部内蔵器への循環血液量は減少しま

す。このからだの仕組みについては、脳からの信号によって制御されていますが、まだ不明な点が多い分野

です。これらを細胞レベルで理解するために、電気生理学的手法や薬理学的手法、光遺伝学的手法を用いて

神経学的研究をおこなっています。 

 

2)生活習慣病における運動による予防・改善効果に関する研究 

現代社会において精神的ストレスや加齢などは腸内環境に影響を及ぼし、便秘や生活習慣病などを引き起

こす因子となっています。そこで、健康科学に関する研究として、健康指標に含まれる排便習慣と運動との

関係に着目し、運動学専門家・栄養学専門家・消化器内科学専門家でチームを組み、運動実践内容と排便習

慣および摂食した食物の腸内通過時間との関連を調べています。 

 

【所属学会】・日本体力医学会 

・日本柔道整復接骨医学会 

腸管通過時間の評価から身体が抱える何かしらのリスクが想定可能となれば、健康管理ツールの一つとし

て国際的にもこのツールが認知されるのではと考えられます。また、運動実践方法による便通変化から、生

活習慣病や便秘改善に対する運動プログラムの作成や、若年性ガットフレイル等の疾患対策に向けた一助と

なる可能性があると考えられます。 

健康志向の現代社会において、新たな健康指標を確認するツール開発が期待されます。 

 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=ff015a73cba23f86520e17560c007669&lang=ja

